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北
京
市
の
図
書
館
と
「
東
亜
同
文
書
院
」
関
係
資
料

七
月
末
よ
り
一
ヵ
月
間
、
大
学
院
の
中
国
調
査
（
第

一
期
）
と
し

て
北
京
市
を
訪
れ
る
機
会
を
得
た
。

調
査
の
終
わ
り
の
僅
か
な
時
間

を
利
用
し
、
北
京
市
の
図
書
館
に
お
け
る
東
亜
同
文
性
院
関
係
資
料

の
所
在
状
況
を
調
べ
て
み
た
。

な
お
今
回
の
図
書
館
利
用
に
あ
た
っ

て
は
、
中
国
社
会
科
学
院
歴
史
研
究
所
で
日
中
関
係
史
が
ご
専
門
の

互
応
元
教
授
、
中
国
社
会
科
学
院
研
究
生
院
で
中
国
文
学
が
ご
専
門

の
李
存
光
助
教
授
の
協
力
を
い
た
だ
い
た
。

1

中
国
社
会
科
学
院
歴
史
研
究
所
図
容
室
（
朝
陽
区
建
国
門
外）

北
京
の
中
心
、
天
安
門
か
ら
長
安
街
を
東
へ
ち
ょ
う
ど
三
キ
ロ
行

く
と
、
旧
減
区
の
出
口
で
あ
る
建
国
門

（こ
の
門
は
現
存
し
な
い
）

に
出
る
。

そ
の
建
国
門
を
挟
み
、
西
が
中
国
社
会
科
学
院
本
部
で
、

そ
の
東
百
メ
ー
ト
ル

に
あ
る
の
が
中
国
社
会
科
学
院
歴
史
研
究
所
で

あ
る
。

こ
の
辺
は
現
在
大
使
館
、
外
資
系
の
オ
フ
ィ

ス
・
ホ
テ
ル
が

立
ち
並
び

、

歴
史
研
究
所
の
向
か
い
に
は
長
安
街
を
は
さ
ん
で
、
あ

の
万
里
の
長
城
と
富
士
山
の
名
を
と
っ
て
命
名
し
た
「
長
富
宮
飯
店
」

（
ホ
テ
ル
ニ
ュl
オ
l

タ
ニ
）
が
あ
る。

さ
て
、
こ
こ
に
は
社
会
利
学
院
の
二
つ
の
研
究
所
が
あ
り
、
図
舎

の
利
用
時
間
は
、
通
常
午
前
八
時
か
ら
十

一
時
半
ま
で
と
、
午
後

一

時
半
か
ら
四
時
頃
ま
で
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
北
京
市
の
他
の
図

瞥
館
に
も
共
通
し
た
会
館
時
間
と
な

っ
て
い
る
。

た
だ
し
、
今
回
訪

中
し
た
期
間
は
夏
期
休
暇
中
で
あ
り

、

例
え
ば
中
国
社
会
科
学
院
研

究
生
院
の
図
書
館
で
は

、

夏
休
み
中
は
図
書
館
の
開
館
を
一
週
間
に

一
度
に
限
定
（
た
だ
し
雑
誌
コ
ー
ナ
ー
だ
け
は
週
三
回
）
し
て
い
る

よ
う
に
、
長
期
休
暇
中
の
開
館
期
日
・
利
用
時
間
の
特
別
措
置
を
と

る
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。

ま
た
部
外
者
が
図
容
室
を
利
用
す
る
場
合
は
、

紹
介
状
が
な
い
と
こ
れ
ら
の
施
設
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の

も
、

中
国
の
因
性
館
利
用
の
特
徴
と
な
っ
て
い
る。

O
目
録
カ
l

ド
数

（
著
者
が
東
亜同
文
書
院
ま
た
は
東
亜
同
文
会
の
書
籍
）

東
亜
同
文
書
院
（
支
那
研
究
部
）l
枚

東
亜
同
文
会

2

枚
（
同
一
の
も
の
）

「
資
料
目
録
」
（
東亜
同
文
書
院
支
那
研
究
部
、
昭
和

目
年
）
と

「対
撃
回
顧
録
」
（
東
亜
同
文
会
編
、1
9
5
9

）
だ
け
し
か
な
く
、



両
方
と
も
現
在
書
産
い
い
な
い
と
い
わ
れ
た
。
ま
た
こ
こ
は
、
中
近
世

関
係
の
書
籍
が
多
い
と
開
い
て
き
た
が
、
全
体
と
し
て
自
録
カ
！
ド

の
数
が
・
少
な
か
っ
た
9

2

中
聞
社
会
科
学
院
文
献
槽
報
中
心
〈
東
域
区
五
筒
井
大
街
）

長
安
箭
の
北
京
飯
店
か
ら
北
京
の
鎮
護
通
り
と
い
わ
れ
る
王
府
井

の
大
通
り
を
二
キ
ロ
北
に
行
く
と
、
中
国
勢
櫛
館
に
着
く
。
そ
の
荷

側
に
こ
の
文
献
中
心
が
あ
る
。
こ
の
一
帯
は
、
北
京
の
第
一
級
商
業

地
区
の
一
つ
で
、
近
く
に
北
京
第
一
の
建
築
震
模
を
も
っ
デ
パ
ー
ト

と
会
っ
た
「
陸
謡
大
成
い
が
あ
号
、
道
を
は
さ
ん
で
あ
の
老
舎
の

「
茶
舘
い
を
上
議
し
た
北
京
人
民
芸
術
劇
誌
の
ホ
！
ム
艇
場
で
あ
る

「
北
京
首
都
艇
場
い
が
あ
る9
ま
た
真
向
か
い
に
は
改
誇
さ
れ
た
ば
か

り
の
「
華
矯
大
鹿
い
（
ホ
テ
ル
）
が
あ
る
。

こ
こ
は
、
社
会
科
学
院
の
一
一
一
つ
の
諒
究
所
が
一
緒
に
な
っ
て
い
て
、

歴
史
関
孫
の
日
銀
の
う
ち
古
代
の
も
の
が
多
く
、
全
体
と
し
て
の
蔵

書
数
も
多
い
。
ま
た
、
利
用
者
の
中
に
は
金
髪
の
青
い
居
の
入
も
混

じ
っ
て
い
た
。
た
だ
一
つ
残
念
な
こ
と
は

3

ピ
！
の
問
題
で
あ
り
、

こ
こ
で
は
本
人
が
直
接
コ
ピ
i

で
き
な
い
ば
か
り
か
、
コ
ピ
ー
を
す

る
に
は
全
部
で
三
回
手
続
き
を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
c

あ
の
プ
リ

ペ
イ
ド
カ
i

ド
式
の
愛
大
図
書
館
の
コ
ピ
ー
が
本
当
に
懐
か
し
か
っ

た
。
こ
の
コ
ピ
l

機
は
、
北
京
の
密
書
館
で
辻
、
設
置
し
て
な
い
場

合
や
重
い
で
あ
っ
て
も
壊
れ
て
い
る
場
合
が
多
く
、
ま
た
本
入
自
ら

コ
ピ
i

で
き
令
い
と
い
う
こ
と
が
共
湖
し
て
い
た
。

。
日
銀
カ
ー
ド
数

東
亜
同
文
書
院
（
支
部
研
党
部
）
l

枚

東
悪
用
文
会
幻
枚

な
お
カ
i

ド
に
は
、
東
亜
同
文
書
院
支
那
硯
究
部
の
「
現
代
支
那

講
座
」
の
第
一
ら
第
六
講
ま
で
の
名
が
記
し
て
あ
っ
た
が
、
実

陪
に
所
議
さ
れ
て
い
た
の
は
、
第
二
議
か
ら
第
五
講
ま
で
で
あ
っ
た
。

ま
た
こ
の
本
は
ど
れ
も
そ
の
中
に
「
北
京
近
弐
科
学
図
書
舘
」
と
い

う
司
本
の
問
書
館
書
議
印
が
押
し
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
し
て
も
中
国

大
器
で
挨
を
か
ぶ
っ
た
東
亜
間
文
書
院
の
本
を
手
に
す
る
の
は
、
な

に
か
特
別
な
惑
が
あ
る
。

北
京
市
国
審
館
〈
海
淀
区
自
山
知
識
路
）

日
本
へ
場
国
す
る
讃
自
、
北
京
市
の
図
書
館
に
立
ち
寄
っ
た
。

北
京
市
図
書
館
は
、
以
前
は
安
定
門
南
東
の
孔
子
廟
の
地
に
あ
っ

た
が
、
1
9
8
9

年
を
境
に
天
安
門
か
ら
北
富
七
キ
口
の
海
淀
区
に

そ
の
中
心
が
移
さ
れ
た
。
こ
の
海
淀
区
は
北
京
大
・
法
華
大
を
は
じ

め
、
有
名
大
学
・
全
国
重
点
学
校
が
目
白
押
し
の
教
育
区
で
あ
る
。

こ
の
北
京
盟
書
館
は
東
西
に
北
京
動
物
関
と
紫
竹
段
公
開
に
快
ま
れ
、

あ
の
釈
迦
の
足
跡
が
残
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
る
「
五
塔
寺
い
の
す
ぐ

近
く
に
あ
る
。
道
の
向
か
い
に
「
実
林
匹
克
飯
惑
い
（
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

ホ
テ
ル
）
が
あ
る
。

こ
の
問
書
錯
辻
建
物
、
麗
書
数
と
も
に
中
市
内
最
大
級
で
あ
り
、
た

い
へ
ん
清
潔
な
国
帯
館
で
あ
っ
た
。
ま
た
間
番
目
録
が
、
一
般
の
盟

書
館
が
綴
字
の
画
数
で
引
く
の
に
対
し
、
排
音
〈
ピ
ン
イ
ン
）
表
記

で
引
け
る
の
が
、
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
る
中
閲
覧
者
は

「
図
書
館
関
覧
紫
書
磁
ゃ
い
〈
図
書
設
し
出
し
申
し
込
み
カ

i

ド

n
n
有
料
）

に
書
名
等
を
書
い
て
申
し
込
む
。
一
方
こ
の
臨
書
館
は
也
の
国
書
館

と
異
な
り
、
毎
遅
土
曜
日
が
休
館
日
で
あ
っ
た
む
ま
た
指
の
図
書
館

で
は
あ
る
も
の
の
、
「
工
作
証
」
、
「
学
生
設
」
等
を
持
つ
て
な
い
・
市
民

は
関
欝
館
に
入
る
こ
と
も
で
き
ず
、
大
学
生
で
も

3

年
生
以
上
で
な

い
と
入
館
で
き
な
い
と
い
う
間
帯
館
規
定
が
あ
る
こ
と
を
開
い
た
。

3 
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ど
こ
か
の
国
の
国
会
図
書
館
に
少
し
似
て
い
る
よ
う
な
気
が

し

た
。

O
目
録
カ
l

ド
数

東
亜
同
文
書
院
0

枚

東
E
同
文
会

7

枚

こ
の
中
に
は
「
支
那
省
別
全
誌
第
六
巻
」（東
亜
同
文
会
1
9
1
8

）

な
ど
が
含
ま
れ
て
い
た
。

以
上
の
三
つ
の
図
書
館
に
お
い
て
、
「
東
亜1
」
、
「上
海
1

」、
「南

京
1

」
と
い
う
項
目
か
ら
、
著
書
名

・

著
者
名
の
両
面
よ
り
同
文
書

院
関
係
の
書
籍
ス
ト
ッ
ク
状
況
を
目
銀
カ
l

ド
で
検
索
し
て
み
た
。

ま
た
今
回
は
、
昨
年
度
中
国
研
究
科
の
後
藤
峰
晴
さ
ん
が
上
海
で
行

な
っ
た
調
査
結
果
か
ら
、
同
文
書
院
の
資
料
は
中
国
全
土
至
る
所
に

散
ら
ば
っ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
と
い
う
確
信
を
も
ち
、
行
な
っ
て

み
た
調
査
で
あ
る
。

た
だ
し
今
回
は
事
前
準
備
な
し
の
飛
び
込
み
調

査
で
あ
り
、
ま
た
作
業
は
僅
か
一
日
や
二
日
の
日
程
で
あ
る
た
め
、

不
備
な
点
が
多
か
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
東
亜
同
文
書
院
関
係
の

瞥
籍
が
、
上
海
や
南
京
以
外
の
地
で
も
限
っ
て
い
る
こ
と
は
、
多
少

な
り
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た

。

昨
年
度
か
ら
、
大
学
院
の
中
国
研
究
科
共
同
研
究
室
で
、
山
田順

造
氏
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
孫
文
、
山
田

良
政
・
純
三
郎
兄
弟
の
資
料
整

理
を
開
始
し
た
。

こ

の
山
田
兄
弟
は
、
南
京
同
文
書
院
ゆ
か
り
の
人

物
で
あ
り
、
順
造
氏
自
身
も
東
亜
同
文
笹
院
出
身
で
あ
る
。

ま
た
こ

の
資
料
整
理
作
業
の
過
程
で
、
生
ま
れ
て
初
め
て
孫
文
の
声
を
テ
ー

プ
で
開
く
機
会
に
恵
ま
れ
た。

そ
の
声
は
完
全
な
広
東
語
で
、
「
普
通

話
（
標
準
語
ご
を
学
習
し
た
だ
け
の
者
に
は
、
言
っ
て
い
る
こ
と
の

意
味
が
わ
か
ら
な
い
。

し
か
し
順
造
氏
の
父
山
田
純
三
郎
氏
は
、
孫

文
の
秘
密
が
わ
り
と
し
て
そ
の
生
涯
を
共
に
し
て
い
る
。

言
葉
の
面

か
ら
だ
け
で
も
、
純
三
郎
氏
の
並
々
な
ら
ぬ
苦
労
を
察
す
る
こ
と
が

で
き
、
ま
た
ひ
た
む
き
な
津
軽
人
気
質
を
感
じ
る。
こ
の
山
田
兄
弟

の
歩
み
を
知
る
こ
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
同
文
書
院
の
歴
史
の
紐

を
解
く
こ

と
で
も
あ
る
。

そ
の
意
味
に
お
い
て
も
、
今
後
中
国
全
土

の
図
書
館
等
に
埋
も
れ
て
い
る
東
亜
同
文
書
院
関
係
資
料
を
リ
ス
ト

ア
ッ
プ
す
る
作
業
は
、
意
義
を
持
っ
て
く
る
と
思
う。
さ
ら
に
そ
の

同
文
骨
院
資
料
が

、

国
民
党
政
府
や
共
産
党
政
府
の
接
収
を
経
て
、

ど
の
よ
う
な
ル
l

ト
で
現
在
の
図
書
館
へ
辿
り
着
い
た
か
を
明
ら
か

に
で
き
れ
ば

、

新
た
な
歴
史
の

一
ペ
ー
ジ
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
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